
登校のみ 20

下校のみ 11

両方 18

その他 10

　　 質問１

ＰＴＡ立哨活動に関するアンケート結果のお知らせ

【実施期間：令和５年１０月２４日～１１月５日 回答数５９校】

対象：宇都宮市内各小学校ＰＴＡ

実施担当：宇都宮市ＰＴＡ連合会 生活指導委員会
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月１回 11

週１回 9

毎日 23

その他 16

　　質問２

月、水は方面別下校、金曜日は学年下校なので、火曜日と木曜日は立哨活動がある。
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はい 51

いいえ 7

その他 1

　　 質問３
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はい 26

いいえ 29

その他 4

　　 質問４

4 / 7 ページ



　　 　質問５
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・バスの乗降時や乗車中の指導が行き届いてない事が有り､他の乗客の方にご迷惑をお掛けしてしまうことがある様です。

・児童数が少ないのに加えて、保護者の車での迎えが多いので、歩いて下校する班の人数が少なくなること。

・登校班内で、ご近所間のトラブルが多すぎる。登校班編成の要望を学校にしてくる保護者が多い。

・学年下校の際は、児童だけで下校する中、場所によっては、不審者等出現することもあり、注意をはらっても死角となりや

すい場所もあるので、地域の方とどこまで協力しあえば良いのか、判断に困る時がある。また、地域側で老人会の方が、立哨

してくれる際、常日頃より顔見知りではない地域老人を不審者と、勘違いしてしまう児童も 時折ある為、その際はその都度児

童が勘違いしない工夫や説明をし、対応しております。

・朝の立哨当番が仕事の都合で出られないなどの理由から、登校班を抜ける家庭が出ており、1人で登下校する児童が発生す

るなどの問題があります(現在は解決済み)。 登校班は学校からの強制や指示事項ではなく、あくまでも児童の安全確保を目的

として保護者の自主性や協調性が重んじられるべきですが、大人の都合が第一義的になってしまっているようです。

　　 　質問６

・広がって歩いている時などに保護者が注意しても聞かない児童が増え、事故などの危険性が上がっていること。

・低学年から高学年まで歩く早さが違う為トラブルになることがあります。

・立哨が難しい方への配慮とまわりの理解。

・立哨活動に協力してくれる方の人材不足。

・低学年の下校時の見守りは地域の方にお世話になっておりますが、高齢化がありいつまで見守りをして頂けるかが不安。

・広がって歩いている時などに保護者が注意しても聞かない児童が増え、事故などの危険性が上がっていること。

登下校で何か困っていることがありましたら教えてください。

※上記回答は一部抜粋。回答数３０件
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　　 　質問７

・子ども会から出された地区委員という役割の方が当番でまわっています。PTAの活動としてみなされています。

・小学生と中学生の登校時間が被る時間帯があり信号待ちで歩道が渋滞してしまうので、解消する方法がないか検討している。

・本校の登校班および立哨登板についてはPTA生活指導部と地域の育成会が協力して行っております。

・マニュアルがあったら嬉しいです。

・同じ学校でも地区ごとにやり方が様々なので、負担に偏りがある。

・やり方、方法論のマニュアルは役立つと思いますが、まず何のために登校班編成や立哨活動があるべきなのか？という本質

的な理解を促すことが重要だと考えます。未成年という括りで中学校、高校の登下校においても、保護者の立場としては安全

の確保は重要ですが、小学校は特にその要素が強いはずです。親だけで児童の登下校を守ることの難しさがあるからこそ、地

域や同学校のPTAが協働することに意義があると思います。

・個人的には立哨は不要と考える。子どもが大人になっていく練習のひとつとして、1人で目的地まで行き帰ってくることを

しなくてはいけないから。また、いつでも子どもに付き添う時間のある人ばかりではない。

・年々子供が減っており立哨活動できる親御さんがいなくなっています。働いている方も多々いますので難しいのが現実で

す。その中で出来るだけ皆さん頑張ってくださっています。

・子どもが減る一方の本校では、元保護者や地域の元気なシニアなど学校の協力者を増やす必要があると感じる。地域協議会

をもっと活性化させ、小学校区で子どもだけでなく多世代で支え合う体制を作っていく必要がある。

その他、立哨活動に関して何かございましたらご記入ください。

※上記回答は一部抜粋。回答数２４件

7 / 7 ページ


